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佐世保北ロータリークラブ 2011～2012年度 ＲＩ会長 / カルヤン・バネルジー  ガバナー/ 岩永信昭 

《会員卓話》 

「無為徒食の1年をふり返って」 

桟 護 会員 

 

  本日は、貴重な時

間に卓話の機会を与

えて頂き有難うござ

いました。 

 退職後、「毎日なし

てるの？」「これから

は、どうするの？」と

いうお尋ねだと思い

ます。退職と云うの

は人生の大きな出来事です。人生の、ターニングポイン

トです。 

 まず、私は、テーマを考えるにあたって次の事を考え

ました。日常と非日常とに分ける。この一年を振り返っ

てみる。それらの事を、娯楽、教養、健康、旅行、仕事

に分けてみました。さらにそれらを誰と行動したか？に

分けてみました。現役の時は、もちろん仕事が大事なこ

とで大半がそれにあたります。 

 この1年は、幸か不幸か仕事以外の事柄が優先致しま

した。 

 そこで、各々の項目に手帳の予定表よりこの1年間の

非日常の事柄を月毎に振り返って表にしてみました。見

えてきた事は、娯楽がさらに、舞台観劇、コンサート、 

歌謡ショー、映画、旅行などに分類できます。教養のジャ

ンルでは、講演会、文化茶話、公開講座、美術館・博物

館鑑賞などでしょう。 

 「させぼ夢大学」と云う文化講演会は、娯楽、教養両

方兼ねている生涯学習の場です。 

 健康のジャンルは、ゴルフ、山歩き、ウォーキングな

どどちらかと云うと、日常のことに入るでしょう。さき

ほど娯楽にあげた旅行は、全ての要素を持っているよう

に思えます。 

 以上のような沢山の体験を積ませて頂き、こんな事も

自問自答しました。 

 「気ままな生きる事は」は自由で楽しく生活をする事

には違いないが、それだけなのか？ 

 「自由」とは、ほんとに、喜びか？抵抗が全くない生

活は、空しいような気もします。現役の時はストレス、

拘束力があってそれを乗り越えた時の感覚が大袈裟に

いえば、幸福ではなかったでしょうか？これからは、先

ずは、自分に何か自分なりのプレッシャーや規範をつく

る事が肝要です。それを乗り越えた時が、喜びだと思い

ます。精神的な抵抗だけではなく肉体的にもそうです。

例えば、登山やスポーツなどは、辛い、きつい状態を克

服してはじめて満足感を感じたりします。 

 このように、何か目標を自分に課すこと。二つ目は、

自分の知らない事、知識を得た時、これも喜びをおぼえ

ます。生涯学習などもその一つと思います。  

 三つめは、他人が喜ぶ事を実行できた時は、違った喜

びと感じたりします。 

そしてそれらの事を、結果だけでなくむしろ経過を楽

しみたらと思います。 

理屈より感性の充実が楽しいような気も致します。現

役時代の効率・能率・ノウハウの論理思考より「やっ

た！」「すごい！」「なるほど！」など５感で感じる体

験をすることが楽しいですよね。これらが 前向きで生

きがいのある「自由で楽しいシニアー・ライフ」ではな

いでしょうか？ 

 最後に、人とのコミュニケーションが、これらの基礎

にあります。家族、友達、幼友達や大学時代の友人との

絆が大事です。現役の時の仕事関係の繋がりは、脆いと

感じました。ロータリーの親睦（例会）は、私にとって

唯一の社会参加ですし現在のルーチンワークです。この

絆を大切にしたいと思います。 

 本日は、貴重な時間を私の拙い卓話に割いて頂き有難

うございました。 

 何かアドバイスなり感想でもあれば、お聞かせ頂けれ

ば幸いです。今後ともよろしくお付き合いの程、お願い

致し結びと致します。 
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 【本 日】会員数48名     出席 31名        欠    席  5名      ビ ジ ター  1名     出 席 率  86.11％ 

 【前々回】会員数47名     出席 29名        メークアップ  6名      出席規定除外  12名     修正出席率  100.00％ 

 

Weekly Report 
DISTRICT 2740 SASEBO NORTH ROTARY CLUB  

 【本 日】会員数44名 出席 31名 欠      席  3名  出席規定免除会員（10）出席 9名  ビジター 0名 出 席 率   90.91％ 

 【前々回】会員数44名 出席 26名  メークアップ  3名  出席規定免除会員（ 9）出席 9名         修正出席率   86.36％ 

ロータリーは出会いのひろば 



・ガバナーエレクト事務所 

 ①次年度ロータリー財団関連委員会 

  委員、公募のお願いについて 

 ②2012～13年度地区名簿作成に伴うお願い 

 ③2012～2013年度 地区社会奉仕委員会 

    委員推薦のお願い 

 

・佐世保中央RC（IM実行委員会） 

  インターシティ・ミーティング バス運行について 

 

・佐世保市社会福祉協議会 

 地域福祉講演会の開始について 

 2月9日（木）19：00～21：00（18：00開場） 

 アルカスSASEBO 4階中ホール 

 豊重哲郎 氏（鹿屋市串良町柳谷公民館長） 

 『地域再生 ～行政に頼らないむらおこし～』 

 佐世保市総合教育センター  

  

３．依頼伝達 

 ①1/28（土）14：00～より九十九島観光ホテルにてイ 

  ンターシティ・ミーティングが開催されます。 

  ご出席の方はよろしくお願いします。 

 ②1/30(月)例会はゲスト卓話、青年会議所理事長 

  小濱和明氏の「青年会議所活動について」です。 

 

《委員会報告》 

 湯口純二 社会奉仕委員長 

社会奉仕委員会が2月6日実施予定のクラブフォーラム、

参考資料といたしたくアンケートを実施中ですので、皆

様のご意見を是非お寄せください。〆切日1月30日（月） 

 

 中山 誠 新世代奉仕委員長 

地区補助金事業の、2月18日行われる（心の健康づくり

フェスティバル）への参加をお願い致します。 

 

 中野雄一郎 次年度幹事 

2月9日第3回被選理事役員会の案内をセルフBOXに入れ

ております。参加よろしくお願い致します。 

 

 

《ハイライトよねやま》 

 

ロータリアンの家族から台湾学友会に寄付 

 この第2660地区大会に参加した台湾学友会の許國文

さんと林維宏さんに、ロータリアンのご家族から嬉しい

申し出がありました。同学友会が日本への恩返しとし

て、台湾に留学する日本人学生を奨学支援していること

に感銘を受けた西谷文江さんが毎年10万円を4年間、こ

の奨学事業のために寄付したいと申し出てくださった

のです。西谷さんは同地区米山記念奨学副委員長を務め

る西谷雅之氏のお母様で、添えられていた手紙には「大

学に入学した孫の学業成就を願い、寄付先を模索してい

たところ、貴学友会の日本人支援奨学金のことを聞き、

同じ日本人として大変感謝するとともに、私も微力なが

らお手伝いさせて頂きたいと思うようになりました」と

ありました。 

  

《会長挨拶》 

中島閏二 会長 

 先週の祈願式、新年会は多くの皆様にご参加をいただ

きありがとうございました。 

 先日の朝日新聞に、アメリカ・ワシントンに日本から

桜の木が贈られて100年を記念して、今度は、アメリカか

ら東日本の被災地に3千本のアメリカ・ハナミズキが贈

られるそうです。 

 私達のクラブでは、毎年、佐世保市内の小学校にこの

アメリカ・ハナミスキを植樹していますのでこのニュー

スを聞いたときはとても嬉しく思いました。  

また先週、サンディエゴで開催されていた国際協議会

も終了し、次年度のＲＩのテーマおよびテーマロゴが発

表されたようですね。 

 「奉仕を通じて平和を」英語で「Peace Through 

 Service」だそうです。 

 そして、ＲＩ会長には日本人として3人目の田中作次

氏（八潮ＲＣ）が就任されます。 

 いよいよ次年度といった感じになってまいりました。 

このテーマとロゴにつきましては、ＲＩのウェブサイト

か地区のウェブサイトをご覧下さい。 

 さて、先週の土曜日、神戸で開催された「第20回源流

セミナー」に参加してまいりました。全国各地から約140

名の参加者があり、とても盛会なセミナーでした。 

 特に今回はロータリー財団の「未来の夢計画」などに

ついての話もありいい勉強になりました。2013年7月に

は、全地区に新しい補助金モデルが導入されます。  

本日の例会は「気ままな生き方」と題して、桟会員の

卓話です。桟さん、よろしくお願いいたします。 

 

 

《幹事報告》          深町 等 幹事 

１．例会変更 

・伊万里ＲＣ 

 2月1日（水）12：30～ 

 ロイヤルチェスター伊万里 

 （第4グループIMリハーサル） 

 2月8日（水）→2月4日（土）12：30～ 

 ロイヤルチェスター伊万里（第4グループIMのため） 

 

・佐世保南ＲＣ 

 1月27日（金）12：30→18：00～ 

 JAさせぼホール（長寿例会のため） 

 

・佐世保東南ＲＣ 

 1月25日（水） 

 12：30→19：00～里仙（新年例会家族会のため） 

  

２．来 信 

・国際ロータリー 

 ロータリー財団大口寄付者 

 村上寅雄会員クリスタル像（お名前入り）とピン 

 

・ガバナー事務所 

 ①ロータリーレート2月のお知らせ 1ドル＝78円 

 ②米山記念奨学生 世話クラブ・カウンセラー依頼状 

 



なります。そして何よりも、平和というものに対する考

え方が変わります」 

 田中会長エレクトはまた、RI戦略計画の3つの優先項

目への支援、ならびに広島、ベルリン、ホノルルで開催

される3回のロータリー平和フォーラムの推進にも協力

するようロータリーの次期リーダーに呼びかけました。 

 

 

《ニコニコＢＯＸ》  三谷秀和 親睦活動委員 

 

 中島閏二 会長 永田武義 副会長 深町 等 幹事 

本日は、桟会員の卓話です。人生の先輩としてこれから

の高齢化社会で、どのような生き方が、ベストなのか、

ご教授いただければ幸いです。 

 

 松尾辰二郎君 

悠々自適な生活で、気ままな人生を生きていられる桟 

護さんの、残りの人生をどうすごすかの話、とても楽し

みに聞かせて頂きます。 

 

 桟  護君 

本日は、旧暦の正月（春節）です。新年早々私のつまら

ない話でお耳を汚し、申し訳ありません。御静聴のほど、

宜しくお願い致します。 

 

 小西宗十君 

長崎県で私たちが推薦した作品が今年度の九州文学賞

になりました。10年ほど審査委員をしていますが、初め

ての経験です。夏の芥川賞の可能性もありそうでニコニ

コです。桟会員、本日の卓話お疲れさまです。（気まま

な生き方）を小説に書いて、九州文学賞をとって下さい。 

 

 西川正美君 

先日の新年会、親睦委員会の皆さん、お世話になりまし

た。お疲れ様でした。桟さん、本日の卓話お疲れ様です。

（気ままな生き方）私も理想としたいと思います。卓話

聴きたかったのですが本日、所用があって早退させてい

ただきます。 

 

 村上寅雄君 峯 徳秀君 平石晃一君 豊島揆一君 

 古賀新二君 田島勝明君 富田耕司君 中山 誠君 

 日高省三君 湯口純二君 須田 昇君 藤井良介君 

 宮﨑有恒君 宮原明夫君 蒲池芳明君 福田俊郎君 

 中野雄一郎君 大鳥居 宏君 

桟会員の本日の卓話お疲れ様です。楽しく拝聴させてい 

ただきます。新年会お疲れ様でした。 

 

 親睦活動委員会 

 森  豊君 田平 孝君 横尾 寛君 村瀬高広君 

 三谷秀和君 渡会祐二君 

新年会大変有難うございました。皆様のおかげで楽しい 

新年会になりました。本日の卓話楽しく拝聴させていた 

だきます。 

 

地区大会で米山セッション 2660地区 

 2011年11月11-12日に開催された第2660 地区 地区大

会第1 日目に、「米山修了生とともに理想の米山奨学生

像を語る」をテーマとするセッションが開かれました。

登壇したのはこの日のために台湾から来日した許國文

（きょこくぶんさん 1975-77／徳島ＲＣ／羅東西ＲＣ

会員）と林維宏（リンウェーホンさん 1987-88／岡山南

ＲＣ／台北民生ＲＣ会員）、そして第2750 地区・東京米

山友愛ＲＣから2011-12 年度会長の林芳（りんほうさん

2008-10／東京麻布ＲＣ）と、ギリ・ラムさん（1998-2000

／室蘭ＲＣ）の4 人です。台湾学友会が実施している日

本人への奨学金制度や、ロータリアンとしての具体的活

動など各人がスピーチをした後、地区米山奨学委員長の

武島秀吉氏がコーディネーターを務めて、パネルディス

カッションが行われました。 

 

 

《ＲＩニュース》 

2012-2013年度 ＲＩテーマ＆ロゴ 

 

 16日に行われた2012年国際協

議会の開会本会議で、田中作次

RI会長エレクトが次年度のRI

テーマを発表し、「奉仕を通じて

平和を」築いていくよう、ロータ

リーの次期地区ガバナーに呼び

かけました。 「平和をどのよう

に定義するにせよ、平和がロー

タリーにとって究極の、そして

実現可能な目標であることをご

理解ください。平和は、協定や、政府や、大胆な闘争だ

けで達成するものではなく、日常の簡単な方法の積み重

ねによって成し遂げるものであります」 

 「平和」が何を意味しているかは、人によって違う、

と会長エレクトは語ります。「どの定義が正しいとか、

間違っているとかということではなく、自分にとって平

和が意味すること、それがまさに平和なのです。どのよ

うな意味でこの言葉を使うにしても、ロータリーでそれ

を実現することができます」  

 ビジネスで活躍し、埼玉県に在住する田中会長エレク

トは、ロータリアンとなったことで世界観が広がった自

らの経験について語りました。1975年に八潮ロータ

リー・クラブに入会後、収入や売上げを増やすことより

も、ほかの人の役に立つことが人生で最も大切だと思う

ようになったと話します。「どんな些細なことでも、人

を助けることがいずれは平和につながることに気づき

ました」 

 また、「個人のニーズより、社会のニーズを重視する

のは、日本の文化と切り離せない伝統的な価値観」と語

る田中会長エレクトは、この価値観が3月の東日本大震

災後の復興努力にも見受けられる点に触れました。「こ

れは、日本以外の国々にとっても、良い教訓であると感

じております。他者のニーズが、自分自身のニーズより

も大切だと思え、社会全体のための共通の目標に向かっ

て力を合わせることができるようになれば、世界に対す

る見方、関わり方、価値観など、すべてが変わるように 本日の合計 35,000円      累計 921,000円 

クラブ会報委員会 委員長 / 蒲池芳明   委員 / 平石晃一  深堀 昌二郎  中井康晴  （記事担当者 平石晃一） 


